
掲示番号　関東・甲信越4

見積書提出留意事項（総価）

　見積書を提出する際には、下記の項目について遵守して頂きますようお願いいたします。

○見積書の様式
　日本年金機構ホームページに掲載される見積書の様式を使用してください。
　※掲載場所：日本年金機構ホームページ＞調達情報＞全国の調達情報＞見積依頼のお知らせ
　　＞「見積書提出方法の変更について」
　記入欄は全て記入し、記入漏れがないようにしてください。
　自社の様式を使用した場合は有効な見積書となりませんのでご注意ください。
　（こちらから再提出依頼の連絡をおこないます。）

○見積額
　計算した結果、１円未満の端数は切り捨ててください。（消費税額も含む。）
　見積額は消費税込(税率10%)の金額をご記入ください。（うち消費税の金額は必ず明記してください。）

○見積書の宛先

　「日本年金機構　理事長代理人 国民年金部
長」宛にしてください。(見積公告別紙宛先参照)

○見積書の提出方法
　ファクシミリによる提出とします。
　なお、郵送、信書便、電報、電話その他による提出は認めません。
　・見積書をご提出いただく際に、見積書等に必要記入事項が記入されていることを
　　確認の上、ファクシミリ番号０３－６８９２－０７７１あてに、送信願います。
　※番号誤りが多くなっております。「０（ゼロ）」発信のファクシミリ機でお送りいただく場合は、
　　０（ゼロ）を押してからファクシミリ番号を押していただくようお願いします。
　　（「０（ゼロ）」を押し忘れますと、別の番号に送信される恐れがあります。）

○注意事項
　・天災地変等やむをえない理由による場合を除き、決定後の辞退は認められません。
　　決定後に辞退した場合、同じ決定日の調達案件について、すべて辞退申出したこととみなします。
　　また、原則として後日、当機構から競争参加資格停止等の処分が行われます。
　・辞退が原因で当機構に損害が発生した場合は、損害賠償を請求することがあります。

○見積書提出期限　令和７年１０月２８日（火）午前１１時まで（必着）

　見積書の提出期限時点で未着の場合、その責任は見積者に属するものとし、期限内の提出がなかった
　ものとみなします。

○決定日　　令和７年１０月３０日（木）午後

　結果は、選定した事業者に対してのみ、原則ファクシミリにて連絡します。
　また、日本年金機構ホームページ及び本部掲示板にて結果を掲示しますのでご確認ください。

○見積書及び積算内訳書の郵送（契約事業者のみ）
　契約事業者は、契約締結から1週間以内に見積書と積算内訳書の原本を調達管理部契約グループに郵送
　してください。
　積算内訳書は、任意の様式により見積金額の内訳が分かるものとしてください。
　（納品物ごとの金額や諸経費の金額等がわかるもの）

○照会先
　見積書提出に関すること　：調達管理部契約グループ　榎本・田村（TEL：03-6892-0722）
　仕様書の内容に関すること：仕様書に記載の所管部署



国民年金関係帳票に係る翻訳・編集業務 

仕様書 

日本年金機構本部国民年金部 

国民年金企画グループ 

令和７年 10 月 



１ 委託業務の概要 

（１）目的

本業務は、外国人被保険者が、円滑に制度を利用できる環境を整備するため、国

民年金制度に係る各種帳票（申出書、申請書、案内文書等）について、翻訳・編集

業務を目的とする。 

（２）業務概要

英語で表記されたリーフレットを翻訳し、当該リーフレットの該当箇所に入力及

びレイアウトの編集を行う。 

① リーフレット

・ 国民年金保険料学生納付特例申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 1）

・ 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 2）

・ 国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書兼還付金振込方法（変更）申出

書記入例（別紙 3）

② 言語

中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語、ロシア語、インドネシア語、

タガログ語、ベトナム語、タイ語、ミャンマー語、ネパール語、カンボジア語、

モンゴル語の 13 言語

※ 中国語版は中国語簡体字、スペイン語版は中南米向け、ポルトガル語版は南

米向けとすること。

③ その他

ア 作業内容等の詳細は、委託要領を参照すること。

イ 翻訳文章は、翻訳者が確認後、翻訳者以外の者により複数確認を行うこと。

ウ 当該業務は、再委託はできないこととする。

２ 委託件数 

（１）国民年金保険料学生納付特例申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 1）

1 ページ（約 432 単語）×13 カ国語

（２）国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 2）

1 ページ（約 418 単語）×13 カ国語

（３）国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書兼還付金振込方法（変更）申出書記入

例（別紙 3） 

1 ページ（約 545 単語）×13 カ国語 

※ 上記（１）から（３）の単語数は、翻訳不要部分（グレー網掛け部分）を除いた

単語数である。

３ 委託業務の履行期間 

令和７年 10 月 30 日（履行開始日）～令和 8 年 1 月 6 日（履行終了日） 

※ 履行期間とは、委託期間のうち、納品を行うための作業等が可能となる日から、

最終納品日までのことをいう。

４ 納品日及び納品方法 

委託要領のとおり 



５ 履行場所 

受託事業者が用意する場所（日本国内に限る。） 

 

６ 納品場所 

日本年金機構国民年金部（高井戸） 

 

７ 作業手順 

仕様書のほか、委託要領のとおりとする。 

 

８ 所管部署（連絡先） 

〒168-8505 東京都杉並区高井戸西 3 丁目 5 番 24 号 

日本年金機構国民年金部国民年金企画グループ 

電話番号 ：03-6892-0764 担当：船戸、原田、上野 

FAX 番号：03-6892-0758 

 

９ その他 

 （１）仕様書等の疑義 

    仕様書に疑義が生じた場合は、令和７年 10 月 20 日（月）17 時までに、「８ 

所管部署」まで書面にて提出すること。回答は、令和７年 10 月 23 日（木）中に

日本年金機構ホームページに、疑義及びその回答を掲載する。 

（２）仕様書等の明確化等 

① 業務の処理方法等、別途委託要領に定めがある場合は、委託要領によることとす

る。 

② 仕様書等では業務の処理方法が一義に定まらない事案があることを把握した時、

又は仕様書等には定めがないが判断を要する事案がある時には、機構と受託事業者

は協議の上、仕様書等の不明瞭な点を明確にするための書面を速やかに取り交わす

こととする。 

③ 上記②の書面の取り交わしが完了するまでの間の対応方法については、機構と受

託事業者が協議の上決定することとする。 

（３）実績及び評価結果の公表 

機構は、委託業務の終了後、当該業務の実績及び評価結果（受託事業者名、契約 

実績額等を含む。）を機構のホームページにより公表することがある。 
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１ 作業内容の概要 

（１）機構が受託事業者に引渡す物品 

英語で表記されたリーフレットを日本年金機構が指定するセキュア USB、CD-R 

又は DVD-R（以下、「外部電磁的記録媒体」という。）により引き渡す。 

電子媒体には読み取りパスワードを設定することとし、業務開始前までに日本年

金機構より通知するパスワードを使用する。 

また、リーフレット（PowerPoint 形式及び PDF 形式（テキストデータを識別

可能な形式））は、受託事業者決定後３営業日以内に外部電磁的記録媒体へ収録の上、

提供する。 

 

2 作業内容 

（１）業務手順 

① 引き渡しを受けたリーフレットを翻訳する。 

【リーフレット】 

ア 国民年金保険料学生納付特例申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 1） 

イ 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド）記入例（別紙 2） 

ウ 国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書兼還付金振込方法（変更）申出書

記入例（別紙 3） 

【翻訳言語】 

  中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語、ロシア語、インドネシア語、 

タガログ語、ベトナム語、タイ語、ミャンマー語、ネパール語、カンボジア語、 

モンゴル語の 13 言語 

② 翻訳の際は、文章全体、文章の前後のつながりを確認し、日本年金機構で作成

した各言語版のリーフレット「日本の国民年金制度の仕組み」（別紙 4）等で使用

されている同一の表現（語句）や厚生労働省 HP、日本年金機構 HP、社会保障協

定国実施機関 HP、出入国在留管理庁ＨＰ、各社会保障協定条文において使用し

ている言語を参考にすること。 

③ 翻訳後の文章は、PDF 形式（テキストデータを識別可能な形式）の電子データ

で作成すること。 

④ 翻訳後の文章は、翻訳者による確認後、翻訳者以外の者により複数確認を行い、

リーフレットを参照し、翻訳内容が適切であるか以下を確認すること。 

ア スペルに誤りがないか。 

イ スラングや不適切な単語が使用されていないか。  

ウ 文法に誤りがないか。 

エ 上記のア～ウに誤りがあり、修正が必要な場合は、文章全体、文章の前後の

つながりを考慮し、記載内容を修正する。この際、修正後の全文を記載した修

正版と、修正前及び修正後の修正履歴が分かる見え消し版を作成すること。ま

た、翻訳内容を修正する理由及び趣旨を別添「翻訳内容チェックシート」に記

載する。 

オ 修正がない場合は別添「翻訳内容チェックシート」に修正がない旨を記載す

る。 

⑤ 確認に当たっては、翻訳対象言語のネイティブスピーカー又はこれに準じる能

力を有する者により行うこと（対象者の能力を確認する場合がある）。また、日本

年金機構の求めに応じて校正の過程がわかる資料を提出すること。 



⑥ 翻訳者以外の者により複数確認の際は、別添「翻訳内容チェックシート」を活

用し、確認を行った証跡を提出すること。 

⑦ リーフレットの該当箇所に、翻訳後の文章を入力する。 

⑧ 翻訳後の文章が、リーフレットの同じページ、同じ項目の範囲内に収まるよう

に編集を行う。 

⑨  編 集は、 PowerPoint 又は編集ソ フト（ Adobe  Acrobat 、 Adobe 

Photoshop、Adobe Illustrator）を使用して行うこと。 

⑩ レイアウト確認（脱字、入力誤り等）を行う。 

 

（２）作業における留意事項 

① 数字は固有の言語を使用せず、アラビア数字を使用すること。 

② 各言語は、日本年金機構が用いる電子機器において、正しく読み取れない場合

があるため、原則下記のフォントを使用すること。（なお、日本年金機構に協議の

うえ、下記のフォント以外を使用することも可能。） 

【使用するフォント】 

中国語（SimSun）、韓国語（Gulim または Batang）、ポルトガル語（Arial）、

スペイン語（Arial または Times New Roman）、ロシア語（Arial または

Century）、インドネシア語（Arial または Helvetica）、タガログ語（Arial また

は Calibri）、ベトナム語（Arial または Times New Roman）、タイ語（Cordia 

New）、ミャンマー語（Arial、Padauk または Myanmar text)、ネパール語

（Arial または Kokila）、カンボジア語（Khmer UI または Kumer OS 

Siemreap）、モンゴル語（Arial） 

③ 納品と同時に、別添「翻訳内容チェックシート」を PDF 形式（テキストデータ

を識別可能な形式）の電子データで提出すること。 

④ 原稿の著作権については、日本年金機構に帰属することとする。 

⑤ 本仕様書に係る問合せは、全て仕様書「８ 所管部署」に行うこと。 

⑥ 仕様書等では業務の処理方法が一義に定まらない事案があることを把握した時

には、日本年金機構と受託業者は協議のうえ、仕様書等の不明瞭な点を明確にし

た書面を取り交わすこととする。 

 

3 納品 

（１）納品日 

   令和 8 年 1 月 6 日（火） 

 

（２）納品物 

以下の納品形態にて、日本年金機構が指定するセキュア USB、CD-R 又は

DVD-R（以下、「外部電磁的記録媒体」という。）で納品すること。 

なお、外部電磁的記録媒体には読み取りパスワードを設定すること。パスワード

については、引き渡し時と同じものを使用すること。 

また、初稿納品時に日本年金機構が修正を依頼する場合には、修正内容を反映の

上、再度納品すること。 

【納品形態】 

PowerPoint 形式及び PDF 形式（テキストデータを識別可能な形式） 

※ PDF の拡張子は「.PDF」とすること。 



 

（３）引き渡し・納品場所 

    仕様書「6 納品場所」のとおり 

 

４ 作業上の注意事項 

  作業状況については、受託事業者が常に把握し、作業工程における問題等が発生した

場合は、発生状況、原因等について把握し、事故処理状況等を当日又は遅くとも翌営業

日までに日本年金機構に報告し、指示を仰ぐものとすること。 

 

 

 



事業所名：

リーフレット名
スペル誤り
がない

○ ×

不適切単語
がない

○ ×

文法誤り

がない

○ ×

修正箇所及び内容
(修正がない場合はその旨を記載)

修正理由

国民年金保険料学生納付特例申請書
（ターンアラウンド）記入例

国民年金保険料免除・納付猶予申請書
（ターンアラウンド）記入例

国民年金保険料口座振替納付（変更）申
出書兼還付金振込方法（変更）申出書記
入例

【翻訳内容確認者】翻訳内容チェックシート（　　　語版）

【別添】



Enter name and address of your university / school.

Enter year / month when you entered the university / school and
expected year / month of graduation.

This is the section where you need to enter starting and ending year /
month of the application for Special Payment System for Students. One
application year generally covers from April to March.
Starting month for specific year may be already printed, e.g., Reiwa 7th

(2025,) April, when you receive the application card. If you want your
contribution postponed until the end of the year, enter 2026. 3.

In this section, you as the applicant, state that you are applying for the
Contribution Special Payment System for Students. Then you approve
and entrust JPS and municipal offices to share personal information
including income, which are necessary to examine your application.
Enter date (yyyy/mm/dd) of application, your address as indicated on
Resident Registry JUMINHYO, your name (given name, family name) in
English alphabet as shown on your passport, and your phone number.

Indicate your income of previous year to the application year.
Circle 1 if no income, 2 if income is ¥1,280,000 or less, or 3 if income is
over ¥1,280,000.
Note: Income here means your reported earnings minus necessary

costs in Japan. If you haven’t filed report of income or you don’t
know, please consult the municipal office of your place of
residence.

Note:
- Examination process at JPS takes about two months. Disregard any

notices or invoices you receive while waiting for the results of your
application.

- If you are NOT student, apply for National Pension Contribution
Exemption / Payment Postponement.

For details, contact JPS branch office or the municipal office of your
place of residence.

Sample and 
Instructions

(Card type application）

Read this instruction to fill in Application for National Pension Contribution Special Payment System for Students.
Follow the sample entry in red ink to enter your specific information in the form, either in Japanese language, English
alphabets or numbers (A, B, C... 1, 2, 3…) Please note that if the Application is incomplete or missing needed data, we need
to return it and ask you to enter data in Japanese, which may cause delay in application processing.

Application for National Pension Contribution Special Payment System for Students

To mailbox

POST

After completing the Application, cover your information with 
enclosed seal sticker, and post to mail box. 

Your name
JOHN SMITH 080  XXXX XXXX

ABC University
Name of university / school

Address of your university / school
TOKYO    SHINJUKUKU

2024  4 2027 3
Period of attendance at university / school

2026 3

TOKYO      SUGINAMIKU,  TAKAIDONISHI,  1-2-3

Previous year’s income

Your address
123 4567

2025  4  1

Your phone number

Year / Month for application

Date of application

（別紙1）



JOHN   SMITH

JANE      SMITH

JAMES     SMITH

080  XXXX XXXX

1990  10 1

Application for National Pension Contribution Exemption / Payment Postponement

ジョン スミス

ジェーン スミス

ジェームス スミス

About you
Enter your full name (given name, family name). If available, provide
the name in Japanese KATAKANA.
Enter your phone number (Circle 1 for home, or 2 for mobile, and enter
your number)

About your spouse
If you have spouse, circle いる. If not, circle いない.
If you have spouse, provide his/her full name (and name in Japanese
KATAKANA,) enter date of birth (yyyy/mm/dd.) If he/she is residing at
other address in Japan, enter his/her 12-digit My Number.

About head of your household
If you are the head of the household, circle いない.
If not, circle いる and enter full name of the head of the household (and
name in Japanese KATAKANA.)

If you want next year’s exemption / postponement
Basically, you need to file the Application every July to have each year’s
contribution exempted / postponed.
However, you can have us review and grant exemption / postponement
without application submission every year if meeting certain criteria.
1. Should you be granted full-amount-exemption / postponement this

year, AND if you are still eligible for it next year, we’ll grant you full-
exemption / postponement without your submission the Application.
If you DO NOT wish so, circle 希望しません in the right box.

2. Should you be granted postponement this year, AND if you are
eligible for full-amount-exemption next year, we’ll grant you full-
amount-exemption without your submission of the Application.
If you DO NOT wish so, circle 希望しません in the right box.

Note:
Examination process at JPS takes about two months. Please
disregard notices or invoices you receive while waiting for the results
of your application.

For details, contact JPS branch office or municipal office of your place of
residence.

Sample and 
Instructions

(Card type application）

Read this instruction to fill in Application for National Pension Contribution Exemption / Payment Postponement.
Follow the sample entry in red ink to enter your specific information in the form, either in Japanese language, English
alphabets or numbers (A, B, C... 1, 2, 3…) Please note that if the Application is lacking needed data, we need to return it
and ask you to enter data in Japanese, which may cause delay in application processing.

To mailbox

After completing the Application, cover your information 
with enclosed seal, and post to mail box.

POST

Your phone number

Your name

Name of your spouse Birth date of your spouse

Name of head of your household

（別紙2）



2505 1016 022

国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書
兼 還付金振込方法（変更）申出書

複写様式を使用する場合は、強めにご記入ください。

太線枠内の必要事項をご記入ください。数字の記載され
た項目は該当する項目に〇をつけてください。

銀行等またはゆうちょ銀行のいずれかを選んで記入し、２枚目に押印してください。
なお、振替方法のみ変更する場合（口座に変更がない場合）は、「振替方法のみ変更」欄に〇のうえ、振替方法を選択してください。

還付金振込方法のみをこの用紙で申出する場合は、下記「A.被保険者」欄をご記入いただき、用紙下部「Ｃ. 還付金振込方法」欄の
記載事項をご確認のうえ、「還付金振込方法のみ申出」に〇をつけてください。

※希望する振替方法の番号を〇で囲んでください。振替方法の詳細については、記入例の裏面「振替方法について」をご覧ください。
※振替方法のみ変更する場合についても、「Ｃ. 還付金振込方法」欄の記載事項をご確認ください。

〇 振替開始（予定）　令和　　　年　　　月末日から（金融機関の休業日の場合は翌営業日から）

※ 事務処理に日数を要しますので、申出をいただいた翌月以降に振替を開始します。

割引額が多いのは、「２年前納」、「２年前納（４月開始）」＞「１年前納」＞「６カ月前納」＞「当月末振替（早割）」の順になります。

※ 提出は指定預金口座のある金融機関またはお近くの年金事務所へお願いします。その際は、もう一度、届出印、口座番号等のご確認を
 お願いします。（振替方法のみ変更・還付金振込方法のみ申出の場合は、お近くの年金事務所へ提出をお願いします。）

記　　　入　　　例

日本年金機構理事長　あて 　令和　　　　年　　　　月　　　　日　

私は、国民年金保険料を口座振替により納付したいので、保険料額等必要な
事項を記載した納付書を、指定の金融機関あてに送付してください。
また、国民年金保険料の払い過ぎ等により還付（払い戻し）が発生した場合の
口座への振込について、「Ｃ．還付金振込方法」のとおり申出します。

　　　〒
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

１. 自宅  ３. 勤務先

    ２.　 携帯電話  ４. その他電話番号： (　　　　　　　)

被保険者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

月年 日

生年月日基礎年金番号Ａ
．
被
保
険
者

５. 昭 和

７. 平 成

種目コード

振替方法のみ変更

銀
行
等

口座名義人

 お届け印

1

口座番号

(右詰めで記入)

１．銀行　　　　　４．労働金庫

２．信用金庫　　５．農業協同組合

３．信用組合　　６．漁業協同組合

金融機関
コード

支店
コード

１．普通
２．当座

１．本店
２．支店
３．本所
４．支所

２枚目に
押印してください

契約種別
コード 通帳番号（右詰めで記入）

－01

振替方法のみ変更する場合は、「指定預金口座」欄の記入、お届け印の押印は不要です。

通帳記号

6 6 3 2

　

銀
行
区
分
（
い
ず
れ
か
を
選
択
）

Ｂ
．
指
定
預
金
口
座
／
振
替
方
法

指
定
預
金
口
座

ﾌﾘｶﾞﾅ

(

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く)

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

金融機関名

預金種別

　

振
替
方
法

５ ２年前納６カ月前納 １年前納 当月末振替（早割） ２年前納（４月開始）１ ２ ３ ４ ６翌月末振替

国民年金保険料の還付金が発生した場合は、「国民年金保険料の振替口座」への
振込を希望します。
なお、「国民年金保険料の振替口座」が被保険者本人名義でない場合でも還付金
の振込に同意します。

Ｃ
．
還
付
金
振
込
方
法

希望しません

※「国民年金保険料の振替口座」への振込を希望しない場合には、還付請求書の提出
 が必要となり、振込までに２～３カ月程度の期間がかかります。

還付金振込方法のみ申出
口座振替納付申出（変更申出を含む）を行う場合は、左の「還
付金振込方法のみ申出」欄に○をつける必要はありません。

希望しない場合は右側の　 　　を〇で囲んでください。

※ 「６カ月前納」、「１年前納」、「当月末振替（早割）」、「２年前納」、「２年前納（４月開始）」の場合は、割引された保険料を振替します。

Ｂ
．
指
定
預
金
口
座
／
振
替
方
法

※ 振替方法「２」、「３」、「５」、「６」では前納分の初回振替の際に、振替方法「４」では初回振替の際に前月分の保険料を合わせて振替します。
（前月分については割引となりません。なお、前月分についてすでに納付されている場合は、前月分の振替は行いません。）

Sample and Instructions
Please carefully read this in order to fill out the Application for Automatic Bank Account Transfer (Change) for
National Pension Contribution Payment and for Deposit of Refund. Follow the sample entry in red ink to enter
specific information in the form, in Japanese language, English alphabets and numbers (A,B,C,..1,2,3,…)
Please note that if the application is incomplete or missing needed data, we need to return your application and ask you to enter data,
which may cause delay in application processing.

2025 4 2

111-1111
TOKYO, SUGINAMIKU, TAKAIDONISHI, 1-2-3

ＪＯＨＮ ＳＭＩＴＨ

○ 090 9999 9999

ジョン スミス

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 1993 ０ １ １ １

○

○

○こくみんねんきん
○

年金

○

Application for Automatic Bank Account Transfer (Change) for 
National Pension Contribution Payment and for Deposit of Refund

Choice of bank:
Provide ○ in the upper box if you use bank
other than YUCHO, or provide ○ in the
bottom if you use YUCHO (Japan Post Bank.) ０ ２ ６ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ １

ＪＯＨＮ ＳＭＩＴＨ

ジ ョ ン ス ミ ス

○

０ １ ２ ３ ４ ５６

０ １ ２ ３ ４ ６５
印○

Enter date of submission (yyyy/mm/dd.)

Enter your specific information as shown on
your official documents including Residence
Card ZAIRYU CARD;

- Your address
- Your name (and in KATAKANA if available)

Enter your telephone number and circle
applicable number: 1 for home, 2 for mobile, 3
for workplace, and enter phone number.

Enter your 10-digit Basic Pension Number 
and your date of birth (yyyy/mm/dd) as shown 
on your official documents including 
Residence Card ZAIRYU CARD.

Enter full name of the account holder as
shown on your passbook.

Circle applicable number to indicate your
choice of payment:

1. Monthly automatic transfer at the end of
the following month

2. Advance payment: 6 months
3. Advance payment: one year
4. Monthly automatic transfer at the end of

the current month
5. Advance payment: 2 years
6. Advance payment: 2 years (April start)

More discount for early or bigger advance
payments

This is the section for you to choose other bank
account in advance to receive potential refund
in future.
Should there be any refund, we usually deposit
it to your account as reported in B above.
ONLY IF you want to choose other bank
account, circle 希望しません.
Please note that deposit to other bank account
needs extra application, which may take 2 to 3
months.

1

On the 2nd page, stamp your seal for the bank.

Personal seal for bank 
is needed for this form
If no personal seal, go to e-application via 
Mynaportal or Nenkin-Net

2

3 4

Bank account information
Enter your bank account information EXACTLY
as shown on your passbook.

To assure, you can ask your bank to confirm
that your bank information entered is correct.

For Banks other than YUCHO:
Enter bank name, and circle applicable
type of bank: 1 for commercial bank,
2 for Shinkin bank, 3 for credit union,
4 for worker’s credit union, 5 for JA bank,
6 for JF marine bank.
Enter bank’s branch name and circle 2.
If it’s head office, circle 1.
Circle applicable type of bank account:
1 for saving account, 2 for checking /
current account.
Enter your account number. If your
account number is 6 digits, add 0 in the
first box.

For YUCHO (Japan Post Bank):
Copy the account number that follows 1
in your YUCHO passbook (Leave blank if
nothing follows the hyphen－.)

1

2

3

4

Need to correct your bank information?
- Cross out incorrect information and enter

correct information.
- Stamp your seal for the bank over

incorrect information on the 2nd page.

For details, contact JPS branch office or the
municipal office of your place of residence.

（別紙3）



日本の国民年金制度 日本語／Japanese 

１．国民年金などの公的年金の概要 

（１） 日本に住む２０歳以上６０歳未満の方は、外国人の方を含めて国民年金に加入し、保険料を納めることが法律で義務

づけられています。

（２） 公的年金は社会全体で支えあう世代間扶養の仕組みで成り立っています。

（３） 公的年金には、老齢年金のほか、万が一の場合に支給される障害年金や遺族年金もあります。

（４） 国民年金では、受け取る年金額の一部を国が負担しています。

（５） 公的年金で納めた保険料は、全額、社会保険料控除の対象になります。

２．国民年金の加入者と加入の手続 

国民年金の加入者は次の３種類に区分され、加入の手続きは次のとおりとなっています。 

（１） 第１号被保険者

日本に住む２０歳以上６０歳未満の方で、次の第２号被保険者又は第３号被保険者に該当しない方。

※日本国籍を有さず、医療滞在ビザや長期観光ビザにより滞在する方は、国民年金の適用除外となります。

→ 第１号被保険者に該当する外国人の方は、市区町村役場で住民票作成を行った後、同じ市区町村役場の国民年金の

窓口で加入手続きを行います。

→ 保険料は日本年金機構から送付される納付書により納めてください。（「４．月々の保険料」参照）

（２） 第２号被保険者

会社や工場等にお勤めの方で、厚生年金保険等に加入している方。

→ 加入手続きは、会社等の事業主が行いますので、ご本人の手続きは不要です。詳しいことは勤務先へお尋ねくださ

い。

→ 保険料は給与から源泉控除され、事業主が納めます。

（３） 第３号被保険者

第２号被保険者に扶養されている日本に住む２０歳以上６０歳未満の配偶者。（被扶養配偶者）

なお、一時的な海外渡航者等については、特例的に第 3 号被保険者になる場合があります。

→ 加入手続きは第２号被保険者である配偶者が勤めている会社等の事業主を経由して行うことになっています。詳し

いことは配偶者の勤務先へお尋ねください。

→ 保険料負担はありません。第２号被保険者全体で負担します。

３．基礎年金番号通知書と基礎年金番号 

 基礎年金番号通知書は、基礎年金番号、氏名と生年月日を記載したものです。国民年金の加入手続きが終わると交付さ

れます。 

基礎年金番号は、年金加入記録を管理するための番号です。「一人に一つ」の番号で、原則変更されませんので、基礎

年金番号通知書を受け取りましたら、大切に保管してください。 

もしも、基礎年金番号通知書をなくされた場合は年金事務所で再交付の申請ができます。 

４．月々の保険料 

 令和 7 年４月分から令和 8 年３月分の国民年金の月々の保険料は１7，510 円です。毎月の保険料は、翌月の末日ま

でに納めてください。 

保険料の納付は、銀行等の金融機関、郵便局、コンビニエンスストア等の窓口で現金による納付のほか、口座振替、ク

レジットカードやインターネットを利用する方法もあります。

また、将来の一定期間の保険料を前払いすると、保険料が割引される制度もあります。更に口座振替による前払いは、

現金での前払いに比べて割引額が多くなります。 

５．保険料を納めることが困難なとき（保険料免除制度） 

 所得が少ない等の理由で保険料を納めることが

困難な場合は、市区町村役場に保険料免除等の申請

を行ってください。 

年金事務所で前年所得などを審査して承認され

た場合は、保険料の全額又は一部が免除されます。 

保険料の免除制度の種類、納付いただく保険料及

び保険料を全額納付いただいた場合と比較した免

除等の期間にかかる老齢基礎年金の額は右のとお

りです。 

【ご注意ください】 

（１） ４分の１納付、半額納付及び４分の３納付は、一部保険料を納めなかった場合、一部免除が無効となり未納と同じに

なるため、将来の老齢基礎年金の計算に含まれないだけでなく、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給で

きない場合がありますのでご注意ください。

（２） 学生納付特例制度は学生の方がご利用できます。ただし、一部の学校を除き外国の教育機関等の日本校は対象となり

ません。また、短期の就学は対象となりません。

免除制度の種類 保険料額 
老齢基礎年金 

の額 

全額免除 ０円 ８分の４ 

４分の１納付（４分の３免除） ４，380 円 ８分の５ 

半額納付（半額免除） ８，760 円 ８分の６ 

４分の３納付（４分の１免除） １3，130 円 ８分の７ 

納付猶予 ０円 ０ 

学生納付特例制度 ０円 ０ 

（別紙4））
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日本の国民年金制度 日本語／Japanese 

６．保険料の追納 

 全額免除や一部納付などが承認された期間については、１０年以内に保険料を納付すること（追納）もできます。追納

した場合、将来の老齢基礎年金の計算は、保険料を全額納付した場合と同じです。 

 ただし、免除等が承認された期間が属する年度の翌年度から起算して、３年度目以降に追納される場合は、当時の保険

料に一定の加算金がつきます。 

７．国民年金から支給される年金給付 

（１） 老齢基礎年金

国民年金の保険料を１０年以上納めたなどの条件を満たした方に、原則６５歳から支給されます。

★年金額＝８３１，７００円（４０年間保険料を納めた場合の令和 7 年度の年額）

（２） 障害基礎年金

国民年金に加入中に初診日のある病気やケガにより、障害等級１級又は２級に該当する障害の状態にある場合は、

障害基礎年金が支給されます。

★年金額＝１，０３９，６２５円（１級の令和 7 年度の年額）

  ８３１，７００円（２級の令和 7 年度の年額） 

（３） 遺族基礎年金

国民年金に加入中の方が亡くなった場合は、その方に生計を維持されていた遺族（子のある配偶者、又は子）に遺

族基礎年金が支給されます。

★年金額＝１，０７１，０００円（子が一人ある配偶者に支給される令和 7 年度の年額）

※ ６５歳前までに日本に帰化した人、永住許可を受けた人などの海外居住期間のうち、昭和 36 年４月 1 日から日

本国籍を取得した日などの前日までの 20 歳以上 60 歳未満の期間は 10 年の受給資格期間に含まれます（合算対

象期間といいます）。この合算対象期間は、老齢基礎年金の資格期間を満たしているかどうかをみる場合は算入さ

れますが、老齢基礎年金の年金額を計算する場合にはその基礎としません。

※ 障害基礎年金や遺族基礎年金には一定の保険料納付要件があり、この要件を満たさないと受給できません。詳し

くはお問い合わせください。（「１０．国民年金に関する相談・お問い合わせ先」参照）

８．脱退一時金 

 脱退一時金は国民年金（第 2 号、第 3 号被保険者であった

期間は除く）の保険料納付済期間等の月数（※）の合計が６月

以上あり、年金を受ける権利を有したことのない外国人の方

が、日本国内に住所を有しなくなった日から２年以内に請求

することができます。 

 脱退一時金の支給額は、保険料納付済期間等の月数に応じ

て、右の表のとおりとなります。（最終納付月が令和 7 年４

月分から令和 8 年３月分である場合） 

 なお、最終納付月が令和 7 年３月分以前である場合の支給

額は、日本年金機構ホームページでご確認できます。 

※ 保険料納付済期間等の月数は、以下のとおり計算します。

全額納付月数＋（４分の１納付月数）×１/４

＋（半額納付月数）×1/2＋（４分の３納付月数）×３/４

【請求手続き】 

① お住まいの市区町村に、転出届及び国民年金の資格喪失届を提出してください。

② 出国後、脱退一時金の請求書を、注意事項を確認のうえ、必要事項を記入し、日本年金機構宛て（〒１６８－８５０

５ 東京都杉並区高井戸西３－５－２４）にエアメールでお送りください。

※ 請求書の用紙は、市区町村役場の国民年金担当窓口、全国の年金事務所の窓口又は日本年金機構ホームページ

（https://www.nenkin.go.jp/）にご用意しています。

【ご注意ください】

脱退一時金を受け取ると、脱退一時金を請求する以前のすべての期間が年金の加入期間でなくなります。脱退一時金の

請求は、将来、日本の老齢年金を受け取る可能性などを考えたうえで、慎重に検討してください。 

９．社会保障協定について 

 日本と社会保障協定を締結している国との間では、日本に短期間派遣された場合の年金制度の加入免除や年金加入期間

の通算が受けられる場合があります。詳しくは日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）をご覧下さい。 

１０．国民年金に関する相談・お問い合わせ先 

 国民年金に関するお問い合わせは、基礎年金番号通知書等を持参の上、お住まいの市区町村役場又は年金事務所までお

願いします。年金事務所の所在地等は、こちらの一覧をご覧ください。（https://www.nenkin.go.jp/） 

お電話によるお問い合わせの場合は、下記の「ねんきんダイヤル」へお電話ください。 

一部の言語では通訳サービスもご利用できます。 

また、お問い合わせの際は、基礎年金番号が記載された基礎年金番号通知書等の資料をご用意ください。 

・「ねんきんダイヤル（国内からのご利用）」    0570-05-1165 → 市内通話料金をご負担いただきます 

・「ねんきんダイヤル（国外からのご利用）」 +81-3-6700-1165 → 国際通話料金をご負担いただきます

保険料納付済期間等の月数※ 支給額 

６月以上１２月未満 ５２，５３０円 

１２月以上１８月未満 １０５，０６０円 

１８月以上２４月未満 １５７，５９０円 

２４月以上３０月未満 ２１０，１２０円 

３０月以上３６月未満 ２６２，６５０円 

３６月以上 42 月未満 ３１５，１８０円 

42 月以上 48 月未満 ３６７，７１０円 

48 月以上 54 月未満 ４２０，２４０円 

54 月以上 60 月未満 ４７２，７７０円 

60 月以上 ５２５，３００円 
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1. Important Points of the Japanese National Pension System and Other Public Pension Systems
(1) All people who are registered to reside in Japan and aged between 20 and 59, irrespective of their nationality, must be covered

by the National Pension system and must pay contributions by law.
(2) The public pension systems (including the National Pension system) are designed to financially support each other as the whole

society with intergenerational support mechanism.
(3) The public pension systems pay not only the old-age pension, but also the disability pension or the survivors’ pension when you

have unexpected financial difficulties.
(4) The Japanese government provides subsidy to fund part of the pension benefits.
(5) Your public pension contributions are subject to tax deduction as “social insurance contribution”.

2. National Pension Coverage Categories and Enrollment Procedures
There are three categories of the insured persons under the National Pension system. You can find your category and enrollment
procedures as below:
(1) Category I insured persons

If you are registered to reside in Japan, aged between 20 and 59, and you are not a Category II or Category III insured person
(see (2) and (3) below), you are a Category I insured person.
→If you are a non-Japanese resident and a Category I insured person, please make sure you register your residence first at

the municipal office of your place of residence and have them establish your Japanese residence registry. Then you need to
register your enrollment to the National Pension system at the same municipal office.

→The Japan Pension Service (JPS) will send you contribution payment notices. Please use the notices to pay your contributions
(see “4. Monthly Contributions” below).

Note: Excluding foreign nationals with visas for medical stay or visas for long stay for sightseeing. 
(2) Category II insured persons

If you are employed to work at a company, factory and such workplaces, and are covered by employees’ pension insurance
systems including the Employees’ Pension Insurance system, you are a Category II insured person.
→Your employer is responsible for completing your enrollment to pension system on behalf of you. For more details, you can

ask your employer.
→Your contribution is deducted from your salary and then your employer will pay it for you.

(3) Category III insured persons
If you are a dependent spouse of a Category II insured person, and are aged between 20 and 59 and residing in Japan, you
are a Category III insured person. If you temporarily stay outside of Japan, you may exceptionally be a Category III insured
person.
→Your spouse (Category II insured person) should report to a JPS branch office through his/her employer, that you are a

qualified dependent spouse. For more details, you can ask your spouse’s employer.
→You do not need to pay any contributions; the necessary resources are fully covered by contributions paid by all Category II

insured persons.

3. Basic Pension Number and Basic Pension Number Notice
After your enrollment procedure is completed, you will receive a Basic Pension Number Notice which indicates your Basic Pension
Number, name and date of birth.
The Basic Pension Number is used for managing pension coverage records. Each person is assigned one Basic Pension Number
which is not changed in principle. After you receive the Basic Pension Number Notice, please keep it in a safe place. If you have
lost the Basic Pension Number Notice, you can apply for a reissue at any JPS branch office.

4. Monthly Contributions
The contribution amount for the National Pension is ¥17,510 per month from April 2025 to March 2026. You must pay due monthly
contribution by the end of the following month.
You can pay your contributions in cash at banks and other financial institutions, post offices, and convenience stores. You can also
pay them using automatic bank transfer, the Internet payments, or by credit card.
Or, you can pay them at a discount rate if you opt for advance payments of some future month contributions. You may have further
discount if you opt for advance payments via automatic bank transfer instead of cash payments.

5. If You Have Difficulty Paying Contributions (Contribution Payment Exemption System)
When your income is too low to pay contributions or you have
other reasons, you can apply for the exemption from 
contribution payments at the municipal office of your place of 
residence.  
The JPS branch office examines your previous year’s income 
and other circumstances. If your application is approved, 
exemption of full or partial amount of contribution payment is 
granted.   
Please refer to the table here for some exemption types, 
contribution amount to be paid, and the rate of future Old-age 
Basic Pension amount with exemption periods, compared with 
the amount without exemption periods. 

Type of exemption 
Contribution 

amount 

Compared 

OBP rate 

Full exemption ¥0 4/8 

1/4 payment (3/4 exemption) ¥4,380 5/8 

1/2 payment (1/2 exemption) ¥8,760 6/8 

3/4 payment (1/4 exemption) ¥13,130 7/8 

Contribution Postponement System for 

low income persons 

¥0 0 

Special Payment System for Students ¥0 0 

[Notes] 
(1) Please note that if you fail to pay due balance contributions (1/4, 1/2, or 3/4 contributions), the partial exemption system is no

longer valid: it will be regarded as non-payment. This means that such non-payment periods will not be reflected in calculation
of your future Old-age Basic Pension amounts. In addition, you may not be able to satisfy the conditions to be entitled to the
Disability Basic Pension or Survivors’ Basic Pension when you need them.

(2) If you are a student, you can apply for the Special Payment System for Students. Please note, however, this system does not
cover students at most Japanese branch schools of foreign based schools or students on a short-term basis.
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6. Recovery of the Past Contribution–Exempt Periods
If you have full or partial exemption period in the past, you can recover the period by paying the exempted contributions
retroactively for up to 10 years. If you recover the period by retroactive payments, your Old-age Basic Pension in the future will
be calculated based on your full amount contribution payments.
Please note that a specific index will be charged on your retroactive contribution payment which was due more than three fiscal
years ago.

7. National Pension Benefit Amounts
(1) Old-age Basic Pension

If you have paid the National Pension contributions for at least 10 years and satisfy the conditions, the following amount is
paid when you become 65 years old. *1
★Benefit amounts :  ¥831,700 (annual amounts in Fiscal Year 2025 for those who have paid contributions for 40 years)

(2) Disability Basic Pension
The following amount of the Disability Basic Pension is paid to you if you become sick or get injured while you are covered
by the National Pension system and if that sickness or injury eventually causes such disability as specified as the Grade 1 or
Grade 2 disability. *2
★Benefit amounts :  ¥1,039,625 (annual amounts in Fiscal Year 2025 for the Grade 1 disability)

¥831,700(annual amounts in Fiscal Year 2025 for the Grade 2 disability)
(3) Survivors’ Basic Pension

When an insured person of the National Pension system dies, the following amount of the Survivors’ Basic Pension is paid to
his/her dependent spouse taking care of child(ren) or to his/her dependent child(ren). *2
★Benefit amounts :  ¥1,071,000 (annual amounts in Fiscal Year 2025 for an eligible spouse with one child)

*1  If you become a naturalized Japanese citizen or if you are admitted as permanent resident before you become 65 years
old, your overseas residence period between April 1, 1961 and the previous day you become Japanese citizen, within your
age between 20-59, will be considered as “complementary period”. The complementary period is the valid period to be
included to see if you satisfy the 10-year period requirement to be entitled to the Old-age Basic Pension. However, this
period is not considered in benefit amounts calculation.

*2  To be eligible to the Disability Basic Pension or the Survivors’ Basic Pension, you need to satisfy certain contribution
payment requirement. For more details, please contact any JPS branch office or the municipal office of your place of
residence. (Please see “10. Contact Point for your National Pension” below.)

8. Lump-sum Withdrawal Payments for non-Japanese people
If you are non-Japanese, you may file a claim for the Lump-sum Withdrawal 
Payments within two years after you register to leave Japan (no longer 
Japanese resident). To apply for it you need to satisfy the following conditions; 
- you have contributed to the National Pension system for at least six months
in total (excluding your insured periods as the Category II or the Category III
insured person).

- you were never eligible to receive a pension.
The Payment amount depends on the number of months for which you have
paid contributions. The table here shows example Payment amounts if the
month of your last contribution is between April 2025 and March 2026. Please
visit our website for the amounts if the month of your last contribution was
before March 2025.

Total number of your 

contribution-paid months* 

Your LSWP 

amount 

Between  6 and 11 months ¥52,530

Between 12 and 17 months ¥105,060

Between 18 and 23 months ¥157,590

Between 24 and 29 months ¥210,120

Between 30 and 35 months ¥262,650

Between 36 and 41 months ¥315,180

Between 42 and 47 months ¥367,710

Between 48 and 53 months ¥420,240

Between 54 and 59 months ¥472,770

60 months or more ¥525,300

* If you have contribution-exempt period, your total number of contribution-paid months is calculated as follows:
Number of full-contribution-paid months + (number of 1/4-contibution-paid months) x 1/4 + (number of half-contribution-paid
months) x 1/2 + (number of 3/4-contribution-paid months) x 3/4 

【How to claim the Payments】 
(1) Please submit a report to move out (“Tenshutsu Todoke”) and a report to end National Pension coverage to the municipal

office of your place of residence.
(2) After leaving Japan, fill out the Lump-sum Withdrawal Payment Claim Form with the necessary information, referring to the

notes and information on the form. Send the completed form by airmail to: Japan Pension Service, 3-5-24, Takaido-nishi,
Suginami-ku, Tokyo 168-8505 Japan.

The application form is available at any municipal office (National Pension section), a JPS branch office, or the JPS website. 
( https://www.nenkin.go.jp/international/index.html ) 

【Important】Please note that once you receive a lump-sum withdrawal payment, your periods of coverage before you claim for it 
will be no longer valid for future benefit entitlements. Please carefully consider the possibility of receiving future pension benefits 
before the claim.  

9. Social Security Agreements
Under the bilateral Social Security Agreements between Japan and other countries, workers detached to Japan for a short period
of time may be exempt from compulsory coverage by the Japanese system, or your pension coverage periods in the two countries 
may be totaled together. Please visit our website for more details. ( https://www.nenkin.go.jp/international/index.html ) 

10. Contact Point for your National Pension
If you have any questions about the National Pension system, please contact the municipal office of your place of residence or
your nearest JPS branch office. You can refer to the list of JPS branch offices on the web.
( https://www.nenkin.go.jp/international/index.html )
For consultation by phone, please call “NENKIN Dial” as below. (Free interpretation is available for some languages.)
When you contact us, please have your Basic Pension Number ready. You can find it on your Basic Pension Number Notice.
  “NENKIN Dial” for domestic call:         0570 - 05 - 1165  (at local call rate)  

“NENKIN Dial” for international call:  +81 - 3 - 6700 - 1165  (at international call rate) 
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